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1. 研究の意義と目的  

がん化学療法後のＢ型肝炎ウイルス（HBV）再活性化は、HBs 抗原陽性例だけでなく、

HBs 抗原陰性例からも発症することが報告されているが、その大半は造血器腫瘍例であり、固

形がん患者におけるエビデンスは限られています。そこで、HBs 抗原陰性の固形がん患者にお

ける HBV 再活性化について調査し、現状を確認致します。  

 

2. 研究の方法  

【対象】  

当院にて固形がんに対するがん化学療法を受けられた患者様が対象となります。 

  

【研究期間】      

平成 28 年 9 月の倫理審査委員会承認後から 

  

【方法】  

当院にて固形がんに対するがん化学療法を受けられた患者様の臨床検査値を後方視的に調査

し、HBV 再活性化の状況を調査致します。 

  

  

  



【情報の保護】  

調査情報は、名古屋市立大学病院薬剤部内において厳重に取り扱います。個人情報管理者及

び個人情報管理補助者を置き、他のコンピュータから独立したコンピュータを使用し、外部記

憶装置に記録させ、そのメディアは鍵をかけて厳重に保管いたします。本研究の成果は、患者

様個人を特定できない形で関連学会及び学術論文として発表させていただく予定です。 

本研究にご質問等ございましたら下記連絡先までお問い合わせください。ご自身の情報が研

究に使用されることにご了承いただけない場合は研究対象といたしませんので、下記連絡先ま

でお申し出ください。この場合も診療等、病院サービスにおいて皆様に不利益が生じることは

決してございません。 

  

  

〈問い合わせ先・連絡先〉  

名古屋市立大学病院 薬剤部  

氏名：黒田純子 

TEL：052-851-5511 FAX：052-858-7402  


